
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

５７ 抗インフルエンザウイルス薬の併用投与について 

 

《令和６年２月２９日》 

○ 取扱い 

 

① 抗インフルエンザウイルス薬の併用投与（内服薬２種、内服薬と吸入薬、

内服薬と注射薬、吸入薬と注射薬）は、原則として認められない。 

② インフルエンザウイルス感染症のみの場合、抗インフルエンザウイルス

薬（内服薬、吸入薬、注射薬）と抗菌薬の併用投与は、原則として認められ

ない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

抗インフルエンザウイルス薬は、通常、患者の年齢、体重、基礎疾患や状態

等により選択した適切な１種を、定められた用法・用量に基づき投与すること

でウイルスの増殖が抑制されるため、複数種類の投与は過剰と考えられる。 

以上のことから、抗インフルエンザウイルス薬の併用投与（内服薬２種、内

服薬と吸入薬、内服薬と注射薬、吸入薬と注射薬）は、原則として認められな

いと判断した。 

なお、抗菌薬は細菌感染症を合併した症例でその必要性が認められる。 

このため、細菌感染症の傷病名のないインフルエンザウイルス感染症のみ

の傷病名の場合、抗インフルエンザウイルス薬（内服薬、吸入薬、注射薬）と

抗菌薬の併用投与は、原則として認められないと判断した。 
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